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新庁舎男性トイレ

鎌取駅から千城台駅や都賀駅を運行する都賀線と土気駅から大椎台団地を運行する千葉中線の来年４月以
降の運行継続に向けては、新たな財政支援を行うなど路線を維持するよう求めるがどうか。また、万が一継
続が困難な場合は、市が責任を持って、コミュニティバスまたはデマンドタクシーの運行を行い、交通手段確
保に全力を上げるよう強く求めるがどうか。

動画

バス路線維持・コミュニティバス運行を
第3回定例会 一般質問 バス路線維持とデマンドタクシー

●かばさわ議員 本年３月から社会実験が開始された高津戸町乗
合タクシーを7月に試乗してきた。地元住民から土気市民センター
と公民館への停留所の増設や更なる地域の拡充を求める意見が
複数寄せられているため、高津戸町乗合タクシーは、利用率が高
い土気市民センターへの停留所の設置を求めるがどうか。
また、より住民が利用しやすいよう運行日数、運行地域拡充を
求めるがどうか。

■都市局長 高津戸乗合タクシーの土気市民センターへの乗降場
所の設置や運行時間など、今後も含めた運行計画については、先
般、高津戸町全戸に対して実施したアンケート調査などを踏まえ
交通対策協議会で検討していく。

●かばさわ議員 緑区における千葉中央バスによ
る８月９月のダイヤ改正では、あすみが丘東線で9
本減便、大膳野町線は33本の減便と市民生活の
影響が広がっている。深刻なのは、鎌取駅から都
賀駅を結ぶ都賀線と土気駅から大椎台団地を結ぶ
千葉中線について、10月から都賀線は35本から
8本に、千葉中線は32本から3本と大幅な減便で
あり、事実上の廃止に近いものである。さらに来
年4月以降の路線廃止が示され、地元住民からバ
ス交通の存続を求める声が多数寄せられている。

■都市局長 都賀線と千葉中線については運
行事業者から千葉県バス対策地域協議会に対
し、本年10月1日での路線廃止に関する申出
が提出され、本市も参加する千葉分科会で協
議し、来年3月31日までの運行継続が決定し
たことから、現在、本市としては来年4月以降
の運行継続について事業者に求めている。
今後もバス事業者と意見交換などを行いな
がら、路線維持のために必要な支援等につい
て検討し、取組んでいく。
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千葉市議会議員

ツーブロック禁止は残り2校！全校で校則見直しを！

 9月11日、かばさわ議員は台風13号による被災対応を求める
 千葉市長宛要望書を都市局長に提出し、要請しました。

①外房線の早期復旧 ②外房線線路脇の法面災害対策強化

③大網街道バイパス道路整備 ④氾濫した村田川改修

台風１３号被災対応緊急申入れ

●かばさわ議員 本市学校における理不尽な校則の見直しを繰り返し求めてきたが、直近の校則見直し状
況、ツーブロックの禁止や下着の色指定を行っている学校数、校則をHPで公開している学校数について

■教育次長 校則を制定しているすべての市立学校で見直しを検討し、そのうち
の68.8パーセントにあたる110校で内容を変更している。また、ツーブロックを
禁止している学校は3.6パーセントにあたる2校、アンダーウエアの色を指定して
いる学校は16.1パーセントにあたる9校と、前回調査よりも減少している。また、
校則をホームページに掲載している学校は15校となる。

集団回収補助金2円から単価引き上げを！
●かばさわ議員 鎌取長寿会が行う集団回収を視察した。トラック等で
運搬される古紙や衣類等を分別するなど回収作業に取組まれていた。
千葉市の集団回収促進奨励補助金が2円と低く、ガソリン代高騰の影
響もあり、集団回収団体から単価引き上げの要望の声に応え、奨励金
単価の引上げを求める。

■環境局長 子ども会の解散や敬老会の活動縮小などにより実施団体
が減少している現状を踏まえ、古紙・布類の回収量増加に資する支援
のあり方について研究していく。

市営住宅の上層階に大学生が入居できる取組みを！
●かばさわ議員 本市の市営住宅の高層階の約4割が空き室になって
いるため、自治会参加を要件として、高層階に大学生など若者が入居
できるよう、市内大学との連携に向けた検討と調整を求める。

■都市局長 空き室を活用した大学生の入居については、上層階に
空き室が多くある団地近くの大学と意見交換等を行ったところで
あり、大学との意見交換を重ねながら、検討を行っていく。

子ども医療費助成18歳まで拡充！
日本共産党千葉市議団による代表質疑において、子ども医療費18歳まで

の無償化拡充を求める質問に対し、神谷市長は「来年度の実施に向けて
検討する」と答弁しました。日本共産党千葉市議団が市民運動と力を合わせ
繰り返し求めてきた施策がまたひとつ大きく前進します。
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